
地 元 負 担

１．生活交通とは

生活交通の概要

馬屋上・野谷地区
デマンド型乗合タクシー「あいタク」

・生活交通は鉄道や路線バスの利用が不便な地域で生活する方々の暮らしを支えるための
公共交通サービスです。（R６.２月現在、岡山市内８地区で導入）

・導入を検討するのは、予約があった場合に運行する「デマンド型乗合タクシー」です。
・鉄道・バス路線を補完する交通手段で、地区内とその周辺のみで運行します。≪図１≫
・持続的なものとするため、地元が主体となって計画・運用します。

・運行経費の8割を市負担、残り２割を運賃収入で賄います。
・運行経費の2割を運賃収入で賄えない場合、残りは地元負担となります。
・乗り合って利用していただければ、運行経費に対する運賃収入の割合が増えるため、

地元負担は減ります。

≪図１≫ デマンド型乗合タクシー導入のイメージ

鉄道駅

デマンド型乗合タクシー導入地区

≪図２≫ 【参考】
馬屋上・野谷地区デマンド型乗合タクシー「あいタク」

※停留所は地区の病院、スーパーなど多くの方々が利用
される場所に設置します。

デマンド型乗合タクシー
運行経路

最寄りの
停留所

幹線道路の路線バスのバス停
などに接続し、バスや鉄道に
乗り換えることで中心市街地
へも出かけやすくなります。
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※ はデマンド型乗合タクシーの停留所です。
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＜利 用 方 法＞

＜車 両＞
・セダン型若しくはワンボックス型を運行します。
（利用人数、運行事業者との協議により決定します）
・利用者が複数いる場合は、相乗りでの利用となります。
・利用者の増加に伴い、車両の大型化や増便などを検討します。

＜料 金 体 系＞
・運行事業者と地元との契約の中で料金が設定されます。
・ すでに導入済みの地区の事例では、運賃は200円～1000円
（1人1回あたり）となっています。

下記は、生活交通の運行サービスのイメージです。
今後、アンケート調査等を通じて、ニーズを把握し、生活交通の
導入を含めた地区の公共交通のあり方について、市と地元で協議
します。

岡山市では、鉄道や路線バスの利用が不便な地域を中心に、
地元が主体となって運行する「生活交通」を導入することで、
市民の皆様の移動手段を確保していきたいと考えています。

運行
事業者

岡山市

地元運営
組織

・補助金 ※2
・計画サポート
（技術的支援・

情報提供など）

・調整

※2 運行経費の8割は市負担、残り２割は運賃収入で賄い、
運行経費の2割を運賃収入で賄えない場合、残りは地元負担となります。

利用者

運行経費の支払 ※2

運行サービス

運賃※1の支払い

２．デマンド型乗合タクシーの運用体制 ３．運行サービスのイメージ

① 電話で予約

デマンド型乗合タクシーを持続的なものとするため、
地元が主体となって運用します。

※1 運賃は運行事業者と地元との契約の中で設定された料金になります。
すでに導入済みの地区の事例では、運賃は200円～1000円
（1人1回あたり）となっています。

③ 目的地付近のデマンド型乗合タクシーの停留所で降車
運賃を支払う

② デマンド型乗合タクシーの乗車希望地で
乗車



≫新たな生活交通導入の流れ

生活交通が必要との声がある地域に出向き、実情を伺うとともに、生活交通
の取組内容について説明を⾏います。生活交通の導⼊に向けた地元検討組
織の設置後、ニーズ調査等に基づき検討した運⾏計画で試験運⾏を実施し、
本格導⼊の判断及び運⾏計画の策定を⾏います。

≫取組みの体制

地域住⺠で守り育てる持続可能な生活交通とするため、運営主体を地元検
討組織とします。地元検討組織は、市の技術面・費用面での支援の中で、
運⾏計画の検討から利用促進など、様々な役割を担います。

新たな生活交通の導入

～地元検討組織が住民のための生活交通を考える～

公共交通が不便な地域に約20万人が居住しています。このような地域の移動手段を確保するために、新たな生活交通の導⼊を進
めます。導⼊の検討は地域の人々が⾃分たちの移動手段を議論するきっかけになり、導⼊によって地域住⺠の外出機会を創出し、地
域活⼒の維持・向上が期待できます。

運行事業者

利用者

地元検討組織

岡山市

①サービス向上を図る

②利用状況の報告

③運行計画への助言

④経費削減を図る

①住民の利用ニーズの把握

②運行計画の作成

③本会の活動状況等の周知

④運行事業者の選定

⑤協定（契約）の締結

⑥試験運行の実施

⑦利用状況の把握と利用促進

⑧運行経費の支払い
（市の補助金受入れを含む）

①アンケート調査票作成

②アンケート結果の集計・分析

③運行計画素案の作成

④関係機関との調整

⑤運行事業者選定事務

⑥協定（契約）事務手続き

⑦バス停標識作成

⑧時刻表作成

⑨運行計画改善案の提案

⑩地元運営組織へ補助金支出

運行サービス

運賃支払い

運行経費支払い

【役割】 【役割】 【役割】

補助金支出

地元検討組織が公募で選定



８地区での取り組み状況
馬屋上・野谷地区 【あいタク】

運行形態 デマンド（予約）型乗合タクシー

運行内容 区域運行（2021.4～本格運行）

運行日 月・火・水・木・金

便数 8便

停留所 13箇所（区域内はどこでも乗降可）

利用料金

区域内の移動 500円/人
区域間の移動 1人利用で 1,000円/人

乗合利用で 500円/人
指定バス停 路線バス乗継で 100円/人

割引

6歳未満 無料
小学生 半額

以下を提示で100円引 （路線バス乗
継を除く）
・障害者手帳提示
・療育手帳提示
・愛カード提示

運行形態 デマンド（予約）型乗合タクシー

運行内容 区域運行（2018.4～本格運行）

運行日 月・火・金

便数 12便

停留所 42箇所（区域内はどこでも乗降可）

利用料金 300円/人

割引

6歳未満 無料
12歳以下 半額
以下を提示で100円引
・障害者手帳
・療育手帳
・精神障害者保健福祉手帳
・愛カード

角山地区 【角タク】

運行形態 デマンド（予約）型乗合タクシー

運行内容 区域運行（2021.4～本格運行）

運行日 火（平島方面）、水・金（西大寺方面）

便数 8便

停留所 12箇所（区域内はどこでも乗降可）

利用料金

区域内の移動 500円/人
平島方面への移動 500円/人
西大寺方面への移動

1人利用で 800円/人
乗合利用で500円/人

割引 18歳未満 半額

千種地区 【モモタク】

運行形態 デマンド（予約）型乗合タクシー

運行内容 区域運行（2020.4～本格運行）

運行日 月・火・水・木・金

便数
月・水・金：8便
火・木：４便

停留所 １１箇所（区域内はどこでも乗降可）

利用料金
区域内の移動 300円/人
区域間の移動 500円/人

割引

6歳未満 無料、 小学生 100円引き
以下を提示で100円引
・障害者手帳 ・療育手帳
・精神障害者保健福祉手帳 ・愛カード

牧山地区 【牧タク】

運行形態 デマンド（予約）型乗合タクシー

運行内容 区域運行（2023.7月～本格運行）

運行日 月・水（牟佐方面）、火・木・金（金川方面）

便数
牟佐方面 6便
金川方面 6便

停留所 11箇所

利用料金

区域内の移動 300円/人
区域間の移動
１人利用で 1000円/人 2人利用で 500円/人
3人利用で 400円/人 4人利用で 300円/人

割引
6歳未満 無料、 小学生 半額
以下を提示で100円引
・障害者手帳 ・療育手帳 ・愛カード

迫川地区 【ブンタク】

コミュニティバス等
運行中

（御津・建部・足守）

城東台・草ヶ部地区【ぐるりん】

運行形態 デマンド（予約）型乗合タクシー

運行内容 路線運行（2021.4～本格運行）

運行日 月・水・金

便数
城東台方面 6便
草ケ部方面 4便

停留所 30箇所

利用料金 片道200円（利用者本人負担なし）

令和6年2月1日現在

朝日地区 【あさタク】

運行形態 デマンド（予約）型乗合タクシー

運行内容 区域運行（2023.6～試験運行）

運行日 月・火・水・木・金

便数 8便

停留所 8箇所

利用料金

区域内の移動 400円/人
区域間の移動
１人利用で 800円/人
2人以上利用で 500円/人

朝日

デマンド型乗り合いタクシー
導入地区（８箇所）

駅800m・バス停300m

スーパー・病院500m圏域

幸島地区 【幸タク】

運行形態 デマンド（予約）型乗合タクシー

運行内容 区域運行（2023.10～試験運行）

運行日 月・火・木・金

便数 8便

停留所 6箇所

利用料金
１人利用で 500円/人
2人利用で 250円/人
3人以上の利用で 200円/人

幸島


